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上下調整ビス Ａ を回して（緩めて）上下に調整できます。

上 ２．０ｍｍ

調整をした際は、必ずビスを締め直してください。

部品が破損する恐れがあります。

のビスを緩めて、下部戸当たりのＡ

ビスが緩んだままにすると、扉がガタついたり、
強制

前 ２．０ｍｍ
後 ２．０ｍｍ

２．前後調整ビス Ｂ を回して（緩めて）前後に調整できます。

扉の下端に対して平行になるよう調整して下さい

○ ×

扉本体 扉本体

○ ×

扉本体に対して平行になるよう調整して下さい

Ｂ

下 ２．０ｍｍ

扉を閉じた状態で、下部戸当たり（扉側）と下部戸当たり（床側）のハネ部分が図の の位置で当るよう
下部戸当たり（扉側・床側）の位置を長穴で調整します。
調整が難しい場合は施工業者様までご連絡またはご相談ください。

１．調整前にビス隠しカバーと固定ビスを取り外してください。

下部戸当たりの調整方法

ハネ部

下部戸当たり（扉側）

下部戸当たり（床側）

下部戸当たり（扉側）

Ａ：上下調整ビス

下部戸当たり（床側）

Ｂ：前後調整ビス

下部戸当たり（扉側）の上下調整

下部戸当たり（床側）の前後調整

下部戸当たり（扉側）扉本体

下部戸当たり（床側）

ビス隠しカバー 固定ビス

ビス隠しカバー
固定ビス

爪楊枝（ツマヨウジ）

３．調整後は固定ビス、ビス隠しカバーを確実に取りつけてください。 ※固定ビスが空回りする場合は、固定穴に爪楊枝
などで埋木をしてから、固定ビスで固定してください。
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